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研究テーマ
• 表現論
• 代数幾何学
• 数理物理学

研究テーマの概要
表現論と代数幾何学が私の主な研究テーマです。数理物理学・特殊函数論に関係する内容を扱って
います。
代数幾何ではモジュライ問題及びBridgeland安定性に興味があります。論文 [9]ではAbel曲面上の

Gieseker安定層のモジュライ空間の双有理幾何をFourier向井変換を用いて研究しました。また論文
[3]ではAbel曲面ないしK3曲面上のBridgeland安定性条件の空間の解析をしました。
量子代数については論文 [1]が研究のスタートに当たります。この論文ではMacdonald対称函数に付
随した量子可積分系と量子トロイダルgl1代数（Ding-Iohara-Miki代数とも呼ばれます）の表現論との
関係を調べました。これがきっかけで、アフィンルート系に付随した直交多項式系であるMacdonald

多項式の研究を幾つかしてきました。最近では博士後期課程の学生の山口航平さんとの共著論文 [7]

において、(C∨
n , Cn)アフィンルート系に付随したKoornwinder多項式を研究し、五つあるパラメー

タの、部分アフィンルート系と整合的な特殊化を分類・整理しました。それに続く共著プレプリント
[8]では、双スペクトルMacdonald函数とパラメータの特殊化の関係を調べました。
モジュライの代数幾何学と量子代数の表現論の交差点にある数理物理の話題として、頂点代数の
幾何学的表現論の研究も進めています。論文 [5]では頂点代数の導来代数幾何学的な取り扱いについ
て研究しました。これは物理学者の提唱した「クラスSの頂点代数」を動機とした研究です。また論
文 [6]では、頂点代数の標準的なフィルトレーションである Li filtrationやそれに付随して得られる
associated schemeの概念を、頂点代数の超場形式的な類似である超対称頂点代数について導入し、超
共形代数の表現論とassociated superschemeのPoisson幾何学との関係を調べました。
直近では、博士前期課程の学生である西中祐介さんとの共同研究 [4]や、服部真宗さんとの共同研
究 [2]を行ってプレプリント発表しました。前者では超対称頂点代数の代数構造を記述するオペラッ
ドを導入し、超対称頂点代数の変形理論を統制するコホモロジー複体を計算しました。後者では楕円
量子群とDing-Iohara代数の同時拡張化であるdynamical Ding-Iohara algebroidというHopf亜代数
族を導入し、副産物としてnon-simply-lacedなルート系に対応したDing-Iohara代数を得ました。
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学生へのメッセージ
学部生の方であれば、代数幾何学もしくは代数的な表現論に関して勉強や研究のスタートアップの
お手伝いをすることができます。代数幾何ならテキスト 1を、表現論ならテキスト 2と 3などを学部
卒業までに読み終え、その過程で研究テーマを探すことを目標にするとよいと思います。
大学院に進んで研究を進めたい方であれば、安定性とそのモジュライ空間の代数幾何学、もしくは
数理物理学に現れる代数構造とその表現論に興味がある方を歓迎します。数理物理学に興味があって
特に代数的な視点から研究を進めたい方でも相談にのれます。具体的には博士前期課程の最初の一年
弱でテキストおよび論文の講読をし、その過程で問題を見つけてもらいます。周辺分野のテキストと
して4, 5, 6をあげておきます。
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